
私
語

に
緊
張
を
必
要
と
す
る
教
育
方
法
を
と
れ
ば
、
私

語
は
な
く
な
る
。
講
義
は
学
生
を
た
る
ま
せ
る
。

教
師
が
講
義
を
や
め
、
教
育
方
法
を
工
夫
す
れ
ば

い
い
の
で
あ
る
。
」
と
A
氏
を
批
判
し
た
。　

（
宇

佐
美
寛
編
『
看
護
教
育
の
方
法
』
医
学
書
院　

一

九
八
七
年　

先
の
B
氏
は
宇
佐
美
氏
で
あ
る
。
）

□　

「
私
語
」
論
争

　

一
九
八
五
年
六
月
三
十
日
の
朝
日
新
聞
「
声
」

欄
に
、
授
業
中
の
私
語
の
ひ
ど
さ
を
嘆
く
あ
る
学

生
の
投
書
が
載
っ
た
。
七
月
十
五
日
の
同
欄
で
は
、

大
学
教
授
A
氏
が
、
勤
務
校
で
の
私
語
の
ひ
ど
さ

を
紹
介
し
、　

「
学
生
の
教
授
批
判
は
い
つ
の
時
代

で
も
盛
ん
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
授
業
中
の
態
度

を
改
め
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
七
月
二
十
八
日
の
同
欄
で
は
大
学
教
授
B

氏
が
、　

「
学
生
は
な
ぜ
私
語
す
る
か
。
私
語
し
て

い
て
も
す
む
か
ら
で
あ
る
。
講
義
で
は
受
け
身
で

た
る
ん
で
い
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
中
略
）
常

□　
　

「
私
語
」
の
定
義

　

新
掘
通
也
『
私
語
研
究
序
説　

現
代
教
育
へ
の

警
鐘
』　

（
玉
川
大
学
出
版
部　

一
九
九
二
年
）
と

い
う
本
が
あ
る
。
大
学
生
の
私
語
と
い
う
現
象
が
、

一
冊
の
研
究
書
の
テ
ー
マ
と
な
る
と
い
う
こ
と
自

体
、
全
国
の
大
学
に
お
け
る
私
語
の
蔓
延
と
い
う

深
刻
な
事
態
の
一
つ
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
私
語
を
研
究
対
象
と
す
る
に
は
こ
の
言

葉
を
定
義
す
る
必
要
が
あ
る
。
新
掘
氏
は
、
私
語

は
通
俗
語
で
あ
っ
て
厳
密
な
定
義
は
存
在
せ
ず
、

む
し
ろ
こ
の
語
に
対
し
て
人
々
が
描
く
イ
メ
ー
ジ

・
意
味
の
違
い
自
体
が
研
究
対
象
に
な
る
と
言
う
。

　

新
掘
氏
が
勤
務
す
る
武
庫
川
女
子
大
学
の
教
師

二
百
四
十
五
人
（
専
任
・
非
常
勤
を
含
む
全
教
師

の
四
五
・
四
％
）
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
で
は
、
私

語
の
定
義
を
「
授
業
中
に
生
じ
る
す
べ
て
の
お
し

ゃ
べ
り
」
と
、
最
も
広
範
囲
に
厳
し
く
と
ら
え
る

人
（
二
八
％
）
が
い
る
一
方
、
「
授
業
を
妨
げ
る

お
し
ゃ
べ
り
」
（
三
五
％
）
、
「
授
業
に
関
連
な
い
お

し
ゃ
べ
り
」
（
三
四
％
）
と
限
定
的
、
許
容
的
に

と
ら
え
る
人
も
い
る
（
同
書
、
三
十
六
ぺ
ー
ジ
）
。

　

一
方
新
掘
氏
ら
は
、
国
公
私
立
大
学
等
十
三
校
、

二
千
八
百
六
名
の
学
生
に
対
し
て
も
私
語
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
こ
な
っ
た
が
、
同
じ
く

私
語
の
定
義
を
問
う
た
と
こ
ろ
、　

「
授
業
中
に
生

じ
る
す
べ
て
の
お
し
ゃ
べ
り
」
が
六
％
、　

「
授
業

を
妨
げ
る
お
し
ゃ
べ
り
」
が
四
〇
％
、　

「
授
業
に

関
連
な
い
お
し
ゃ
べ
り
」
が
五
三
％
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
教
員
が
私
語
と
み
な
し
て
も
、
学
生
は

私
語
と
み
な
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
わ
け
で

あ
る
（
同
書
、
二
一
〇
ぺ
ー
ジ
）
。

□　

教
師
は
私
語
の
原
因
を
ど
う
み
て
い
る
か

前
述
の
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る
、
私
語
の
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原
因
に
つ
い
て
の
自
由
記
述
の
分
類
結
果
を
見
る

と
、
最
も
多
い
の
は
「
学
生
の
意
欲
」
に
関
す
る

も
の
（
四
六
％
）
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、　

「
学

習
意
欲
の
欠
如
」　

（
知
的
好
奇
心
の
不
足
、
受
動

的
態
度
）
、
「
忍
耐
力
の
不
足
」　

（
集
中
心
の
不
足
、

気
ま
ぐ
れ
）
、
「
学
習
態
度
の
悪
さ
」　

（
マ
ナ
ー
の

欠
如
）
で
あ
る
。

　

第
二
位
は
「
授
業
内
容
」
に
関
す
る
も
の
（
四

六
％
）
で
、
具
体
的
に
は
、　

「
興
味
関
心
の
ず

れ
」　

（
面
白
く
な
い
、
役
に
立
た
な
い
、
教
師
と

学
生
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
）
、
「
学
問
的
な
程
度
の
ず

れ
」　

（
分
か
ら
な
い
、
難
し
す
ぎ
る
）
で
あ
る
。

　

第
三
位
は
、　

「
学
生
の
受
講
動
機
」　

（
二
九

％
）
で
、
具
体
的
に
は
、　

「
学
習
へ
の
動
機
づ
け

の
不
足
」　

（
目
的
意
識
や
向
上
心
の
不
足
）
、
「
不

本
意
出
席
や
不
本
意
履
修
」　

（
出
席
す
る
た
め
、

単
位
を
取
る
た
め
、
必
修
科
目
だ
か
ら
）
、
「
学
力

不
足
」　

（
レ
ベ
ル
の
低
さ
、
基
礎
学
力
の
不
足
）

で
あ
る
。
以
下
、
第
四
位
、　

「
教
え
方
の
技
術
」

　

（
二
〇
％
、
教
授
法
の
無
知
、
指
導
力
の
不
足
、

話
術
の
貧
し
さ
、
声
の
小
さ
さ
、
一
方
的
授
業
、

板
書
技
術
の
不
足
）
、
第
五
位
「
教
師
の
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
」　

（
一
八
％
、
人
間
的
魅
力
の
欠
如
、
権

威
の
低
下
、
学
生
理
解
の
不
足
）
、
第
六
位
「
集
団

過
程
」　

（
二
％
、
甘
え
、
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
、

教
師
の
「
見
て
見
ぬ
ふ
り
」
、
相
互
交
流
の
不
足
）
、

第
七
位
「
授
業
設
計
」　

（
七
％
、
授
業
計
画
の
不

備
、
準
備
不
足
、
座
席
の
自
由
）
と
続
く
。

　

総
じ
て
、
学
生
に
原
因
を
求
め
る
項
目
（
第
一

・
三
位
、
合
計
七
五
％
）
と
、
教
師
に
原
因
を
求

め
る
項
目
（
第
二
・
四
・
五
・
七
位
、
合
計
六
五

％
）
の
延
べ
回
答
率
は
、
接
近
し
て
い
る
（
同
書
、

二
二
六
－
七
ぺ
ー
ジ
）
。
本
稿
の
冒
頭
で
紹
介
し
た

A
・
B
両
氏
の
「
論
争
」
は
、
ど
ち
ら
の
主
張
に

も
一
理
あ
り
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　

□　

学
生
は
私
語
を
ど
う
み
て
い
る
か

　

最
後
に
前
述
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

学
生
自
身
が
私
語
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
を
紹
介
し
よ
う
（
い
ず
れ
も
複
数
回
答
）
。
自
分

が
私
語
を
し
て
い
る
と
き
の
気
持
ち
は
、　

「
教
師

に
悪
い
な
と
思
う
」
五
二
％
、　

「
周
囲
の
学
生
に

悪
い
な
と
思
う
」
二
八
％
、　

「
楽
し
い
」
二
一
％
、

「
ど
う
せ
教
師
に
は
分
か
ら
な
い
」
九
％
、　

「
何

も
感
じ
な
い
」
一
一
％
、　

「
教
師
に
問
題
が
あ

る
」
一
九
％
。
周
囲
の
学
生
に
私
語
に
対
し
て
は
、

「
教
師
が
気
の
毒
に
な
る
」
四
二
％
、　

「
腹
が
立

つ
、
い
ら
い
ら
す
る
」
三
八
％
、　

「
私
語
を
止
め

て
欲
し
い
」
三
四
％
。
周
囲
の
私
語
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、　

「
気
に
し
な
い
よ
う
に
す
る
」
五
六

％
、　

「
友
人
に
相
談
す
る
（
ボ
ヤ
ク
）
」
二
〇
％
、

「
何
も
で
き
ず
、
が
ま
ん
す
る
」
二
〇
％
、　

「
授

業
に
集
中
す
る
」
一
九
％
、　

「
授
業
放
棄
（
寝
る

・
エ
ス
ケ
ー
プ
）
」
一
六
％
で
、
言
葉
・
視
線
・
身

振
り
で
「
注
意
す
る
」
と
い
う
回
答
は
ご
く
わ
ず

か
で
あ
る
（
同
書
二
一
一
二
ぺ
ー
ジ
）
。
私
語
へ
の

罪
悪
感
や
批
判
意
識
が
積
極
的
行
動
に
結
び
つ
か

な
い
の
で
あ
る
。

　
　

さ
と
う
・
と
し
あ
き　

三
重
大
学
・
教
育
学
部
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